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〇 1対 1の時間を持つこと、良い行いを褒めること、 

そして一貫した日課は、悪い行いを減らすことが出来ます。 

〇 子どもに責任を持った役割を与えましょう。 

その際、子どもができる内容を与えるようにしましょう。そしてやり遂げられたら、しっかり褒めましょう！  
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ストレスが溜まっているときや心配になってしまった

時にできる一分間のリラクゼーションアクティビティ

を紹介します。（掲載なし） 
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